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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は幼虫期にマツ類の形成層を摂食する穿孔性ゾウシム叛を主な対象として,その生態学的特性を

明らかにするため,成虫期,幼虫期における個体数や空間分布様式の変化などについての比較生態学的研

究を行い,カミキリムシ類,キクイムシ類との関係でゾウムシ頬の特性を明らかにしようとした研究をと

りまとめたものである｡

まず,シラホシゾウ属の成虫個体群について,健全なアカマツ丸太を軍木として用い,マーキング法に

より誘引されてきた個体群サイズを推定し,成虫の餌木に対する反応を調査した｡その結果,成虫は(1),

餌木設置後すみやかに飛来すること,(2),餌木への飛来は長期間継続すること,(3),調査した林分はそれ

ぞれ隔離していたが,餌木表面積あたりの誘引された個体数は0.5-1.0個体/100cm男で,はば類似して

いた｡また,餌木上での個体数の時間的変化はいずれの林分でもよく似た経過を示すこと,(4),餌木上で

の成虫には終始高頻度の個体の移入,移出が認められること,(5),成虫は特定の餌木に集中する債向があ

り,産卵個所の選択には樹皮厚が重要な要因となっていること,などを明らかにした｡そしてこのことは

林内に点在する産卵可能なアカマツ個体の探索と,そのアカマツの樹皮上での交尾産卵の機会を多くさせ

るのに役立っており,その産卵行動は集合定着を基本とするキタイムシとは違い,集合離脱を基本とした

ものと推定している｡

幼虫個体群については,シラホシゾウ属のほかマツキポシゾウムシ,クロキポシゾウムシについても餌

木での幼虫数を定期的な剥皮調査隼よって測定し,幼虫の死亡要田や種内の個体間の関係について調査し

た｡その結果,えられた成果の主な点はつぎのようである｡

(1)･どの種のばあいも卵塊で産下されており,幼虫はほぼ放射状に分散,摂食する｡(2).幼虫個体数密

度は,どの種のはあいでも,産卵が開始されてから約1カ月後に最大に達したO(3).個体数減少の最大の

要因はとも食いによる消失であり,幼虫個体間には強い個体間干渉がみられた｡(4).その他,マツキポシ

ゾウムシでは発育初期の樹脂流出とその後の寄生,クロキポシゾウムシでは越冬期の環境条件および翌春

の寄生,pシラホシゾウ属では発育後期の寄生が主要な死亡要因であったO(5).卵の空間分布様式は種陪ま--
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って異なっており,厚い樹皮を通して産卵するシラホシゾウ属では均一分布,薄い樹皮の部分で産卵する

他の2種はランダムから集中的な分布を示した｡(6)･幼虫の分布は卵塊からの分散によるランダム化債向

がいずれの種でも認められたが,それぞれの種での主要な死亡要因が働いたあとでは分布が集中化する債

向がみられた｡(7)･最終的な羽化密度と病室の分布は幼虫新の履歴により種ごとに違う0

これらのことから,樹皮下での幼虫個体群は強い個体問干渉のもとでランダム分布化する債向をもち,

それにより生活資源がより有効に利用されているとみられる｡･

また,マツ属の穿孔虫塀の群集について餌木内の種間関係を調べた結果,樹幹にそって明確な垂直的な

種間のすみわけが存在したoその主たる原田は主に樹皮の厚さの違いによる産卵行動の違いであったoカ

ミキリムシ類やキクイムシ横との競争においては,発育開始の遅速が,身体の大きさに加えて食間競争に

おける重要な要因と考えられた｡

論 文 審 査 の 緯 黒 の 要 旨

アカマツほわが国で広く分布する重要な樹木であるが,アカマツを生活の場とする昆虫の種額は非常に

多く,古くからアカマツの害虫に関する研究は数多く行なわれてきた｡いわゆるマックイムシと総称され

る穿孔虫類に関する研究も少なくないが,従来,幼虫から成虫を通しての野外での個体群動態にまで立入

った研究は少なかった｡

本論文はゾウムシ類を主な対象としてカミキリムシ輝,キクイムシ類と比較しつつ,その成虫期,幼虫

期における個体数,室間分布様式の変化などについての研究を通してその個体群の生態学的な特性を明ら

かにしようとしたものである｡

･まず成虫個体群については,健全なアカマツ丸太を餌木として用い,マーキング法によって調査した｡

そして成虫は餌木の設置にすみやかに反応すること,餌木への飛来は-地域内でよく同調していること,

交尾産卵が終るとすみやかに他へ移動してしまうことなどを認め,このことがアカマツ林内に点在する産

卵可能なアカマツ個体の探索と,樹皮上で交尾を行う本種にとらて交尾の機会を多くするのに有効に働い

ていることを明らかにした｡

つぎに幼虫個体群については餌木の剥皮を定期的に繰返して調査した｡産卵は小卵塊で行われ,幼虫は

この小集団から出発して形成層を放射状に摂食,分散していく｡キクイムシ額は成虫の個体問干渉によっ

て産卵密度を制御するが,本種はその機構をもたない｡そして過剰な幼虫密度は比較的早い時期に,幼虫

間のとも食いによって低下し,樹皮下の幼虫個体間には強い個体間の干渉がみられ,個体数制御の榛横の

一つとして働いていることを明らかにしたO

さらに,マツ属の形成層を生活の場とする穿孔虫額の群集について,考の種間の関係にもふれており,

樹幹に沿って垂直的な種間のすみわけを認範,それが樹皮の厚さの違いによる産卵行動の違いによること

を明らかにするなど,新しい知見をえており,森林生態学および森林保護の実際面に寄与するところが大

きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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